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蓬 田沖に 自然発生 した ホ タテ ガイの調査

/
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は じ め に

昭和 47年 2月,蓬田村漁業協同組合より昭和46年産の自然発生月が蓬田沖に生息 していることが

報告されたo当センターでは,その実態を把握するため3月初旬蓬田沖を中心に第 1回の調査を行そっ

た｡その後,陸奥西湾内で蓬田押以外の地先にも自然発生月が生息していることも考え られることから

それ らの地先を中心に第2回の調査を行そった｡ しか し,結果として蓬田沖周辺にのみ 自然発年月が確

認されたのにとどまったので,蓬田沖周辺の調査結果を中心に報告 したho調査にど協力いただいた荏

田漁業協同組合に厚 く謝意を表すO

調 査 方 法

調査月日 : 第1回は昭和 47年 3月 10日.,第 2回は同年 3耳23-25日｡

調査場所 : 第1回は蓬田沖の11地点,第 2回は陸奥西湾内の,16地点で水深 36-61mの範

囲にあ り,そのうち12地点は 50m以探である｡ (第 1図参照)

底生生物の採集 : ホクテガイ桁網 3分曳 (曳網面積 160m2,曳網速度 40m/分,網の 目合

3.3cm, 白鳥丸使用)で採集○

調査項目 : ホクテガイの生月 ･-い死月個体数,穀長 ,全重量o

底生生物の個体数 (ニラクサ鞍では棲管の湿重量)0

水深は魚群探知機を使用｡

調 査 結 果

蓬田沖周辺で採集されたホクテガイ,底生生物の個体数を第 1表に示 した｡

ホクテガイは昭和 46年産月で蓬田村と蟹田町沖にかけての水深 54-59mの場所に.長さ約 13Km

巾 2Kmの帯状に分布 していた (第 2図参照)｡ 桁絹効率を15帝とした場合,最大生息密度は 4.1個

体/m2で資源量は約 3,450万個 (16.5Km 2×1個/m2+7.5Km2×2個/m2+1Km2×3個/m9

と推定されたoホクテガイの穀長は 2.0-4.3cmの範囲にあ9,1地点 22- 50個体測定の各平均値

は 3.1-3.6C刑の範囲にあった｡ このように穀長が桁網の目合3.3cmより小さい月が多数含まれ,採集

時に網目からもれた月0)あることを考慮すると,実際の資源量は もっと多いとも考えられる｡

自然発生月の付着基質として知C,れるニラクサの分布を第3図に示 した_｡ホクテガイの生息場所から

は例外をくニラクサが採集され ,特にニラクサが 0.6晦/1曳網以上採集留 した場所にホクテガイの生息数が多

か ったo

発 多毛環虫Apabe/Zides･Sib2:riea がつくる泥音
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第 1表 ホクテ ガイ､底生生物の採集結果
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第 2図 ホタテガイの生息分布 (個体/″ )

桁網の漁獲効率を 15%と した。
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/ ●/ ~第 3図 ニ ラクサの分布 (湿重量晦/1曳網)

また第 2回調査では,st.15以外の 15地点では ホクテガイが採集されをか ったが,ニラク

サも12,st.15以外の地点では採集されをかった｡その外の底生生物として,アサムシポヤもホクテガイ

の生息場所から多数採集され ,泥場であるこの場所の特長を示していると思われた｡考 察ホタテガイの生息場所と

しては適さをい場所にも,時 として大量のホクテガイがいわゆる異常発生として自然発生する｡ 山本 (1964)は ,こうした場所か F'は-イドロブアの ObeZia PZanaと

ともにニラクサ (AsabeZZides sibirica)の泥管に多量のホクテガイ稚貝が付着した

ませ採集され,この地域の特色であると述べている｡本調査においても,ホクテガイが採集された場所か E,は同時

にニラクサも採集されたことから,ニラクサがホクテガイの付着基質として働いたのであろうoしかし,ニラクサがホタテガイ稚貝の付着基質として働 くとはいえ.高橋 ･外 (1973)は

ニラクサ(文中では
ノ坤ha･rete sp･)の編組比率が高い漁場は,今回ホタテガイが採集された場所を

含めて.底質や底生生物の組成をどから,ホクテガイの生息適地 とは言い難いことを報告

している｡それ故,覗在蓬田沖で成長をつづけているホクテガイは,次の夏の悪




